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1  は  し め :こ

本県の酪農は昭和61年 2月 現在 ,970戸 で26900頭 を飼

養し, 1戸当たり飼養頭数は277頭で東北平均及び全国平

均を上回っている。しかし,統計資料によれば60年の本県

の経産牛 1頭当たり乳量は5220核で東北平均及び全国平

均を下回っている。一方,本県の牛乳生産費調査結果 (農

水省青森統言III報事務所 )に よると,経産牛 1頭当たり乳

代は54年対比る0年 で118%に伸びているが ,飼料費は 12,

%と 乳代の伸びを上回っているため,所得は
'7%に

低下し

ている。

所得の向上を図るには飼料給与技術・繁殖成績・泌乳能

力の向 L等によって生産効率を高め,コ ス ト低減による酪

農部「1の充実と併行 して,自 家産雄子牛を活用 した肥育素

牛あるいは肥育の生産を取入れた経営の複合化による向上

等が考えられる。そζで,「酪農 +素牛生産」の営農類型

について,肥育素牛を中心にこれまでの調査結果と飼料給

与の目安等を報告する。

2 経営概況と酪農部門

A農家は54年から自家産雄子牛を中心に肥育素牛生産を

始めている。59年 には農業従事者が 3人 ,飼料面積が1%`

で経産牛を41頭飼養し,肥育素牛を年間15頭販売している。

酪農部Flは 分娩間隔が 134カ月,初産月齢が 262か月齢,

経産牛 1頭 当たり乳量は 5,521″ である。乳代は58万円と

前年比の 109%に 伸びているが,飼料費は乳代を上回る伸

びを示しているため,所得は前年比の54%である 96万円

に低下している。

3農家は59年から自家産雄子牛による肥育素牛生産を始

めている。農業従事者が 3人 ,飼料lal積が18施 で経産牛を

40頭飼養し,肥育素牛を年間10頭販売している。酪農部門

は分娩間隔が145か月とやや長いが,経産牛 1頭当たり乳

量は57711夕 で,乳代が60万円,所得は18万 円である。

表 : 酪農部門の主な指標
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以上のように,両農家とも繁殖成績及び産乳量等に改善

の余地がある。

3 肥育素牛の体重と単価

A農家は59年には初生子牛を哺育成期間66か 月で体重

269″ に仕上げ, 1日 当たり増体量は110″ である。この

間に給与した濃厚飼料が675り ,粗飼料が262● (風乾物

換算量)で ,濃厚飼料の飼料要求率は31″である。また,

B農家は哺育育成期間54か月で体重2561夕 に仕上げ, 1

日当たり増体量は131″ である。飼料給与量は濃厚飼料が

638″ ,粗飼料が219″ で,濃厚飼料の飼料要求率は30

″である。なお,両農家とも粗飼料は牧乾草と牧草サイレー

ジを給与している。

表 2 素牛生産部門の哺育育成成績

次に,両農家は肥育素牛を系統出荷しているが,69年 と

60年に販売 した個体別体重と単価を図 1に 示 した。60年の
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図 1 乳用種肥育素牛の体重と単価の動き

(北上市場・農水省「食肉流通統計」)

25`=18164■ 06  131 1o30

-357-



東 北 農 業 研 究 第 39号 (1986)

A農家は哺育育成期間が66か 月で264″ に仕上げ,単価

が650円 である。また,B農家は67か 月で269″ に仕上

げ,単価は650円 である。このように両農家とも仕上げ体

重は260″を目標にしている。 一方,本県の肥育農家が素牛

を多く導入している北上市場の上場時平均体重は 7月 頃が

大きく,10月 項が小さい傾向がみられる。また,単価は59

年 6月 とω年 7月・ 8月 が底値で,60年の月別変動幅は566

～717円 と大きい。これに対 して,A・ B両農家の体重幅

は販売時頭数をそろえるために大きくなっているものの
,

単価は600円 以下となることなく,変動幅 も小さく安定 し

ている。なお,両農家とも死亡事故はゼロである。

4 肥育素牛の収支

A農家は59年の販売価格が168万円で,こ れに対 して購

入飼料費が58万円,素畜費が 5万円 (評価額 ),販売経

費が 5千円等であり,所得は48万 円であるoま た,B農
家は販売価格が16万円で,購入飼料費が43万 円,素畜費

が 5万円,販売経費が48千 円等であり,所得は53万 円

表 3 素牛生産部門の収支 (1頭当たり)

1野輔墨I頭:憂遷
表4 肥育素牛の飼料給与の目安

6 む  す  び

本県における「酪農十素牛生産」営農類型の 2事例を対

象にして,自 家産雄子牛による肥育素牛を中心に検討 して

きたが,こ のような複合部門の導入にあたっては,次の点

に配慮する必要がある。

①複合部門を担う労働力の確保が必要である。

である。両農家の購入飼料費の差は体重による給与量より

も,給与している飼料の種類 (単価 )の違いによるもので

ある。

複合部門の導入は畜舎 。労働力・粗飼料の面で,基幹部

門 (酪農 )と の競合が想定される。 これらに対して,A
・ B両農家とも肥育素牛の飼養管理は古い牛舎を利用 して

いる。また,肥育素牛 1頭 当たり投下労働時間は両農家と

も32時間であり,粗飼料の生産は生産組織に作業委託して

おり,農業従事者も3人 と多いことから,各部門間の労働

力の競合は生じていない。更に,経産牛40頭規模の両農家

は現状の繁殖成績からみて,自家産雄子牛による肥育素牛

の生産は年間17頭程度と思われるが,こ れらに要する粗飼

料の面積は35～40α で粗飼料の競合もみられない。

5 飼料給与の目安

1巴育素牛と更新用育成牛の飼養管理面で大きく異なる点

は,飼料の給与法と思われる。そこで,調査農家及び既存

の資料を参考にして,6か月齢で250″ に仕上げるまでの

飼料給与の目安を示したのが表 4である。これは初乳を 1

週間飲ませ,代用乳の給与期間中も人工乳と牧乾草を不断

給餌させて,第 1胃の働きを高めようとしたものである。

また,最近の農協取扱い飼料単価及び肥育素牛の販売単価

620円 /″で試算すると,次のように 6か月で約 10万円の

手取額 (素畜費+所得 )が期待出来ると思われる。

(単位 :″・ ″/日 )

販売価格

購入飼料費
自給飼料費
素 畜 費
そ の 他

三十

差引所得

155.000円

43,000

3,000

50,000

8,000

104,000

51,000

注.1)1日 当たり増体量等の数値
は簡略化した。

D 飼料の切替えは初乳→代用
乳に2日 ,人工乳→育成配合
は14日 とした。

Э 人工乳は 2か月齢まで,ま
た,粗飼料も不断給餌とした

②畜舎は遊休している古い牛舎等を利用し,新改築する

場合においても投資はできるだけおさえる。

③購入飼料費は 1頭 当たり4～ 5万円要するので,こ れ

らの運転資金にも配慮する。

④初生子牛には分娩後できるだけ早い時期に初乳を飲ま

せ ,ま た,牛床の乾燥及び販売後の消毒等を十分行い事故

防 1卜 に努める。
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